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1.研究の目的および調査概要

本稿の目的は,信州大学教育学部の大学生を対象にアンケート調査を行

い,大学生のメディア利用状況を把握することにある。この調査は2015

年6月22日-7月13日,信州大学教育学部19歳-22歳の男女80名(男

性40名,女性40名)を対象にタ　アンケート配布・回収法で実施し, 80名

から回答を得た。調査内容は大学生のコミュニケーション習慣や情報入手

方法,メディアや情報に対する意識などを尋ねた。

2.調査結果

2, 1　インターネットの利用実態

問1 「インターネットを利用するときに,どんな機器を使用しますか。

よく使用するものに順位をつけてください。」

調査を受けた80名の人の内62名がスマートフォンを1位と回答し,全

体に占める割合が77.5%に達している。特に,男性より女性のほうがスマ

ートフォンを1位として選んだ割合が高く,全体の47.5%を占めている。

パソコンを1位と回答した調査対象は合計16名,そのうち,男性が14名,

女性が2名である。パソコンでインターネットを利用する男性の割合は女

性よりはるかに高いことが分かった。そのほか,タブレット端末を1位と

回答した人は合計2名で,そのうち男性が2名,女性が0名であった。し

たがって,インターネットを利用するとき,パソコンより,スマートフォ

ンのほうが大学生にとって,最もよく利用する機器になることが分かった。
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表1　インターネットを利用するとき,よく使用する機器

機器 �&ｩ�ｲ�女性 俘xﾇb�

スマートフォン �#Ikﾂ�38名 田)kﾂ�

パソコン ��Ikﾂ�2名 ��ikﾂ�

タブレット鵜未 �)kﾂ�0名 �)kﾂ�

間2 「次のSNS (ソーシャルネットワーキングサービス)の内,普段よ

く利用するものに順位をつけてください。」

調査を受けた80名の内, 65名はし工NEを1位と回答し,そのうち,

男性が32名,女性が33名で,圧倒的多数を占めている。Twitterをl

位と回答した人がわずか15名であった。そのうち,男性が8名,女性

が7名で,全体に占める割合は18.75%である。なお, Facebookやそ

のほかを1位と回答した人はいずれも0名である。したがって,この

調査で,大学生が男女ともに普段最も利用するSNSは　し工NEというこ

とが分かった。

表2　普段よく利用するSNS

SNS �&ｨ���ｲ�女　性 俘x��ﾇb�

し工NE �3)kﾂ�33名 田Ykﾂ�

Twit七er 悼kﾂ�7名 ��Ykﾂ�

Faceb○○k ��kﾂ�0名 ��kﾂ�

そのほか ��kﾂ�0名 ��kﾂ�

問　3 「放送局のインターネット配信サービスを利用したことがあります

か?」

結果は,表3に示す通りである。「いいえ」と回答した人が合計76名で,

全体の95%を占めている。そのうち,男性が39名,女性が37名である。

-方, 「はい」と回答した人はわずか4名である。そのため,ほとんどの大

学生が放送局のインターネット配信サービスを利用していないことが明ら

かになった。
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表3　放送局のインターネット配信サービスを利用したことが

ありますか?

回答 �&ｨ���ｲ�女　性 俘x��ﾇb�

「いいえ」と回答する �3冖ﾂ�37名 都ikﾂ�

「はい」と回答する ��kﾂ�3名 的kﾂ�

2.之　ニュースなどの情報の入手手段

ニュースなどの情報を入手する場合,最も利用するメディアは何かを尋

ねた。その結果を整理した表4を見ると, 「LINE, Twi七terなどのソーシャ

ルメディア」, 「民放テレビ」と回答した人が最も多くタ　いずれも25名で,

それぞれ全体の31.25%を占めている。次いで, 「Yah○○!などのポータルサ

イト」 11名, 「NHK」 lO名などの順になっている。

情報源について,本来はインターネットやテレビ,新聞,ラジオ,本,

雑誌などに分類するのは一般的であるが,情報源をさらに明確化するため

に,インターネットの具体的なサイト,テレビとしてもN櫨Kと民放は立場

が違うため,個別に分類した。しかし, 「Yah○○!などのポータルサイト」や

「政府章　企業,団体の公式サイト」および, 「2チャンネルなどの掲示板や

個人のブログ」を全部インターネットの範疇に入れると,インターネット

でニュースなどの情報を入手する調査対象は合計38名になり,テレビ(民

放十NHK)の35名より　3名上回っており,全体に占める割合から見ると,

インターネットは全体の47.5%で,テレビは43.75%となっている。その

ため,インターネットの割合はテレビより若干高かったことが分かった。

このほか,情報入手する場合章　最も利用するメディアについて, 「新聞」

を1位と回答した調査対象者は合計3名で,全体の3.75%を占めており,

「ラジオ」を1位と回答した調査対象は合計1名で,全体の1.25%を占め

ている。したがって,この調査からニュースなどの情報はインターネット

から入手する調査対象者がもっと多く,新聞やラジオはわずかであること

が示唆されている。
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表4　ニュースなどの情報を入手する場合,-最も利用するメディア

、各種メディア 剪j　性 傚x���ｲ�合　計 

インター �+Xﾔ�X��,�,x,ﾂ�11名 ��ﾍ�ﾂ�38名 ヽ. 

ネット �5ﾈ�ｸ5h888ｲ�8�6h4(4��

Yah○○!など のポータル サイト 土kﾂ�4名 

政府,企業, 団体の公式 サイト ��kﾂ�1名 

2ちゃんね るなどの掲 示板や個人 のブログ ��kﾂ�0名 

テレビ 冕�ｨ6X8ﾈ7"�9名 ��ikﾂ�35名 

音NHK 妬kﾂ�4名 

新聞 �2名 ��kﾂ�3名 

ラジオ �0名 ��kﾂ�1名 

各メディアの特性に対する評価はそれぞれのメディアを選ぶ理由につな

がっているのである。間5はメディアから「ニュースや情報を知る」とい

う設定で, 「早く知ることができるのは」 (速報性), 「分かりやすいのは」

(分かりやすさ), 「詳しく知ることができるのは」 (詳報性), 「信頼できる

のは」 (信頼性), 「役に立っのは」 (有用性)といった五つの特性について;

九つのメディアの中で,最も当てはまるものを尋ねた。

その結果は表5の通りである。 「早く知ることができるのは」について,

34名の調査者が「LINE, Twi七t.erなどのソーシャルメディア」と回答し,

最も多くなっている。そのうち,女性が20名,男性は14名,男性より女

性のほうがL工NE, Twitterなどのソーシャルメディアの速報性に対する評

価は高かっだ。また, Yah○○!などのポータルサイトの速報性に対する評価

は男性の間で, LINE, Twitterなどのソーシャルメディアと同じ14名とな
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っている。一方,女性のほうは11名で,速報性に対する評価がし工NE,Twitter

などのソーシャルメディアに比べて低かった。ところが, LINE, Twi七ter

などのソーシャルメディアおよびYah○○!などのポータルサイトの両者を

合計して,インターネットの速報性に対する評価を分析すると,合計　59

名となりタ73.75%の調査対象者がインターネットの速報性を評価している

ことが分かった。

表5　各メディアの特性に対する評価

メディアの 特性 �8�6h4(4��男　性 傚x���ｲ�合　計 

早く知るこ �+Xﾔ�Rﾂ�14名 14名 �#�kﾂ���kﾂ�34名 25名 

とができる 膝v宥FW(,�,r�

のは �,ﾈ5ﾈ�ｸ5h82�8ｸ8�6h4(4������ｸ�ｲ�,�,x,ﾂ�7ﾈ�ｸ5�8ｸ5H42�6r�

分かりやす いのは 冕�ｨ6X8ﾈ7"�18名 �#�kﾂ�39名 

詳しく知る ことができ るのは ��i[r�12名 ��Ykﾂ�27名 

信頼できる のは 比┫�12名 ��Ikﾂ�26名 

役に立つの 汎比RﾅGv俯WFW"�8名 ��Ikﾂ�22名 

は �,�,x,ﾈ5ﾈ�ｸ5b�888ｸ8�6h4(4��

また, 「わかりやすい」については, 「民放テレビ」と回答したのは　39

名で,全体に占める割合が一番高く, 48.75%に達している。 「詳しく知る

ことができる」については, 「新聞」と回答した人が最も多く, 27名とな

っている。 「信頼できる」については, 「NHK」と回答した人が-番多く, 26
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名であった。 「役に立っ」については, 「L工NE, Twitter　などのソーシャル

メディア」と回答した調査対象は22名で,全体に占める割合が一番高く,

27.5%となっている。そのため,この調査結果を見ると,大学生はインタ

ーネットの速報性や民放テレビの分かりやすさを高く評価しているほか,

新聞の詳しさ, NHKの信頼性, LINE, Twit七erなどのソーシャルメディアの

有用性も評価していることが分かった。

3.考察

インターネットは近年タ　情報発信環境に大きな変化をもたらした。その

ため,コミュニケーションの流れにも変化が生じている。これについて,

中島(2013)は以下のように述べている。

「ネットやモバイル上のコミュニケーションの流れは,従来のテレビや

ラジオ,新聞,雑誌といったマスメディアとは,異なる形態をもっている。

マスメディアのコミュニケーションの流れが‾方通行であったのに対して,

オーディェンス自らも発信できる双方向的な流れになったこと。そしてさ

まざまな形のSNSを通して,多くの人とつながり情報を共有できるように

なった。」

本稿の分析では,調査対象者がメディアでのコミュニケーションをする

際,双方向性,複数方向性かつ即時性および情報の共有を重視しているこ

とが分かった。

また,メディアの速報性について,木村(2015)は次のように述べてい

る。 「メディアの報道機能や,ニュースや情報を知るうえでの速報性といっ

た特性において,テレビは他のメディアに比べて高く評価され,メディア

の首座にあるとされてきた。」

ところが,今回の調査から,日本人大学生はテレビではなく,インター

ネット,特にし工NBなどのソーシャルメディアの速報性を最も高く評価して

いることが分かった。具体的に言うと,メディアの速報性について,最も

評価されているのは「LINE, Twitter　などのソーシャルメディア」で,合

計34名となっている。そのうえ,Yah○○!などのポータルサイトを加えると,

インターネットの速報性を評価している割合が全体の　73.75%になってお

り,テレビよりはるかに上回っていた。そのため,今回の調査から今まで

報道面で圧倒的に優位性であったテレビの速報性に揺らぎが生じているこ
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とが分かった。
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